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平
成
28
年
第
１
回
定
例
会

を
、
３
月
２
日
か
ら
17
日
ま

で
の
16
日
間
開
催
し
た
。

　

今
定
例
会
で
審
議
し
た
議

案
は
、
当
初
予
算
７
件
を
始

め
、
条
例
20
件
、
補
正
予
算

４
件
、
そ
の
他
３
件
の
合
計

34
件
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
、
最
終
日
（
17

日
）
に
行
っ
た
、
各
議
案
に

対
す
る
賛
成
ま
た
は
反
対
討

論
の
概
略
を
お
伝
え
す
る
。 定例会のあらまし

　

事
業
者
は
、
都
市
計
画
法

に
基
づ
き
築
造
し
、
本
町
が

寄
附
採
納
を
受
け
た
道
路
に

対
し
て
一
定
期
間
を
経
て
、

施
工
上
の
問
題
点
が
発
生
し

た
場
合
、
事
業
者
が
責
任
を

も
っ
て
そ
の
道
路
の
修
繕
に

当
た
る
旨
の
確
約
書
を
交
わ

し
道
路
認
定
を
す
る
べ
き
。

　

完
成
間
も
な
い
こ
の
道
路

の
町
道
認
定
に
反
対
す
る
。

　

今
後
の
道
路
認
定
に
お
い

て
は
一
定
期
間
を
据
え
置
い

た
後
、
道
路
認
定
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
。

反
対
討
論澤

田
　
道
孝 
議
員

可決可決
阿
久
比
町

道
路
線
の
認
定

　
「
元
気
な
家
族
農
園
事

業
」
は
１
区
画
約
６
坪
の
家

庭
菜
園
を
年
６
千
円
で
一
般

町
民
に
貸
借
す
る
事
業
で
、

町
民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
現
在
80
区

画
中
、
申
込
者
54
区
画
（
約

68
％
）
と
募
集
予
定
数
を
大

幅
に
下
回
っ
て
お
り
、
今
ま

で
に
投
入
し
た
税
金
は
昨
年

度
２
１
９
万
円
、
本
年
度
予

算
に
お
い
て
は
約
２
６
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

　

賃
借
料
が
継
続
的
に
発
生

す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
費

用
対
効
果
の
薄
い
こ
の
事
業

に
反
対
す
る
。

　

新
庁
舎
建
設
事
業
の
最
終

年
度
と
し
て
、
予
算
総
額
は

過
去
最
大
規
模
で
あ
る
。

反
対
討
論澤

田
　
道
孝 

議
員

可決可決
平
成
28
年
度

阿
久
比
町

一
般
会
計
予
算

　

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政

状
況
の
も
と
、
災
害
に
強
い

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
念
頭

に
、
阿
久
比
町
の
発
展
と
住

民
福
祉
の
向
上
に
努
め
、

「
み
ど
り
と
共
生
す
る
快
適

生
活
空
間
・
あ
ぐ
い
」
を
目

指
す
た
め
数
多
く
の
事
業
を

効
率
的
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

今
後
も
健
全
な
財
政
運
営

に
期
待
す
る
。

　

陽
な
た
の
丘
を
は
じ
め
、

阿
久
比
町
へ
転
入
し
て
き
た

住
民
の
中
に
は
、
共
働
き
世

帯
が
多
く
、
子
育
て
や
教
育

に
も
っ
と
力
を
注
ぐ
必
要
が

あ
る
。

　

以
前
住
ん
で
い
た
自
治
体

よ
り
も
手
厚
い
も
の
に
し
、

阿
久
比
町
に
来
て
よ
か
っ
た

と
言
え
る
よ
う
な
施
策
を
望

む
。

　

ま
た
、
町
長
の
言
う
名
古

屋
・
三
河
・
阿
久
比
の
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
は
、
幹
線
道
路

に
よ
る
ス
ピ
ー
ド
化
で
あ
る

が
、
今
町
民
に
と
っ
て
必
要

な
の
は
安
全
な
生
活
道
路
の

整
備
で
は
な
い
か
。

反
対
討
論竹

内
　
強 

議
員

　

ホ
ー
ル
棟
・
食
堂
棟
の
建

設
に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ま

に
親
し
ま
れ
る
阿
久
比
町
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
無
事
完
成

す
る
こ
と
を
望
む
。

　

将
来
必
ず
到
来
す
る
少
子

高
齢
化
や
人
口
減
少
に
対
処

す
る
た
め
、
子
育
て
支
援
策

や
高
齢
者
支
援
策
を
拡
充
・

継
続
し
、
人
に
や
さ
し
い
健

康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
た
も
の
と
な
っ
て
い

る
。

　

学
校
施
設
や
図
書
館
・
公

民
館
な
ど
公
共
施
設
の
整
備

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
「
安
全
・
安
心
・
安
定
」
、

「
阿
久
比
ら
し
さ
」
、
「
参

画
と
協
働
」
を
基
本
と
し
た

「
自
然
と
調
和
し
た
快
適
な

ま
ち
づ
く
り
」
を
感
じ
ら
れ

る
予
算
編
成
で
あ
る
。

賛
成
討
論山

本
　
恭
久 

議
員

賛
成
討
論都

築
　
重
信 

議
員

　

国
保
加
入
者
の
多
く
は
、

60
歳
〜
75
歳
の
年
金
生
活
者

と
そ
の
家
族
、
ま
た
、
中
小

零
細
の
自
営
業
者
及
び
農
業

従
事
者
で
あ
る
。

　

消
費
税
の
値
上
げ
や
医
療

制
度
の
改
悪
に
よ
り
生
活
費

に
対
す
る
医
療
費
の
負
担
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

国
か
ら
の
低
所
得
者
財
政

安
定
支
援
金
は
、
直
接
保
険

加
入
者
の
保
険
料
値
下
げ
に

充
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

国
保
税
値
上
げ
を
抑
え
る

た
め
で
あ
れ
ば
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
を
減
ら
す

の
で
は
な
く
、
国
保
会
計
に

積
み
立
て
て
お
く
べ
き
。

反
対
討
論竹

内
　
強 

議
員

可決可決
平
成
28
年
度

阿
久
比
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算

討
　
　
論

こ
の
議
案
に

賛
成
ま
た
は
反
対
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